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9.6% 9.1% 13.5% 14.5% 22.8% 30.2%

0.3%

18～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳以上 無回答

全体

(N=736)

8.1%

10.9%

6.9%

10.9%

10.6%

15.7%

14.6%

14.3%

24.6%

21.5%

34.6%

26.6%

0.6%

0.0%

女性

(N=413)

男性

(N=321)

調査の概要
●調査の目的
市民の男女共同参画に関する意識や意見等を把握し、「第５次たまの男女共同参画プラン」策定のた

めの基礎データとするとともに、今後の男女共同参画施策推進のための参考資料とする。

●調査の対象
本市に居住する 18歳以上の男女 1,500人（女性 750人・男性 750人）

●調査期間
令和２年９月29日～令和２年 10月 20日

●回収結果
回収数：736件（回収率49.1％）
内 訳：女性413件、男性 321件、その他０件、無回答２件

●回答者の属性
１ 性別

２ 年齢別構成

男性  
43.6%

女性 
56.1%

その他  
0.0%

無回答  0.3%

　全　体(N=736)
　女　性(n=413)
　男　性(n=321)
　無回答(n=2)



調査結果
１ 男女平等意識
●男女の地位の平等意識
すべての分野において、『※男性優遇』意識が『※女性優遇』意識を上回っている。
「学校教育の場」では、「平等になっている」が最も多く、約６割となっている。
「学校教育の場」を除いたすべての分野で『男性優遇』が５割を超え、「議会や政治の場」、「社会通念やしき

たり・慣習」、「社会全体」では７割を超えている。『女性優遇』は、どの分野でも少ない。

※『男性優遇』…「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」を合わせた割合
※『女性優遇』…「女性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば女性の方が優遇されている」を合わせた割合

12.0%

14.4%

2.9%

28.4%

12.5%

21.6%

9.2%

12.5%

41.6%

45.8%

24.2%

48.8%

41.8%

52.7%

42.5%

61.8%

36.8%

26.9%

61.1%

15.5%

34.2%

17.7%

38.0%

17.9%

6.5%

5.3%

3.4%

0.7%

4.2%

3.3%

6.3%

3.9%

1.1%

0.8%

0.3%

0.1%

1.2%

0.5%

0.3%

0.3%

2.0%

6.8%

8.2%

6.5%

6.0%

4.2%

3.7%

3.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等になっている どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性の方が非常に優遇されている 無回答

社会全体

としては

議会や政治

の場では

法律や制度
の上では

 　社会通念や
   　しきたり・
 　 慣習では  

地域活動の
中では

家庭生活

では

職場では

学校教育の

場では

全体
(N=736)



２ 職業生活
●現在の社会の女性の働きやすさ
『※働きやすい状況にあると思う』と『※働きやすい状況にあるとは思わない』は拮抗している。
「働きやすい状況にあるとは思わない」と回答した人は、男性に比べて女性で多い。

※『働きやすい状況にあると思う』…「大変働きやすい状況にあると思う」と「ある程度働きやすい状況にあると思う」を合わせた割合
※『働きやすい状況にあるとは思わない』…「あまり働きやすい状況にあるとは思わない」と「働きやすい状況にあるとは思わない」を合わせた割合

●女性が働きにくい理由（複数回答）
『働きやすい状況にあるとは思わない』と回答した人にその理由をたずねたところ、「育児の負担が大きいこと」

と「家事の負担が大きいこと」が多く、７割を超えている。次いで、「高齢者など家族の介護の負担が大きいこと」、
「職場で男女格差があること」の順となっている。

3.3%

41.0% 32.3% 11.0% 8.8% 3.5%

大変働きやすい状況にあると思う ある程度働きやすい状況にあると思う

あまり働きやすい状況にあるとは思わない 働きやすい状況にあるとは思わない

一概には言えない 無回答

全体
(N=736)

3.4%

3.1%

41.1%

41.2%

36.1%

29.1%

7.2%

14.0%

8.4%

9.2%

3.7%

3.4%
女性

(n=413)

男性
(n=321)

73.4%

72.1%

53.9%

44.2%

27.0%

25.1%

22.9%

22.6%

17.9%

3.8%

1.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

育児の負担が大きいこと

家事の負担が大きいこと

高齢者など家族の介護の負担が大きいこと

職場で男女格差があること

女性の就職先自体が少ないこと

働くことに対する家族の理解や協力が少ないこと

夫の転勤や長時間労働があること

職場でハラスメントがあること

職場で結婚・出産時に退職の慣例があること

その他

無回答

全体(N=319)



2.8%

2.2%

10.0%

13.8%

9.7%

5.3%

21.5%

10.9%

4.4%

2.7%

11.5%

16.7%

32.7%

41.9%

7.5%

6.5%女性
(n=413)

男性
(n=321)

2.4%

12.1% 7.3% 15.5%

3.4%

14.4% 37.9% 6.9%

仕事を優先 家庭を優先

プライベートを優先 仕事と家庭を優先

仕事とプライベートを優先 家庭とプライベートを優先

仕事と家庭とプライベート全てを調和 無回答

全体

(N=736)

39.9%

24.7%

8.4%

22.3%

6.2%

3.6%

18.7%

20.3%

4.7%

5.1%

5.6%

8.5%

7.2%

6.5%

9.3%

9.0%
女性

(n=413)

男性
(n=321)

31.3% 16.2%

4.9%

19.7%

4.9%

7.2% 6.8% 9.1%
全体

(N=736)

３ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和）
●日常生活の理想と現実
男女とも【理想】とする生活は、「仕事と家庭とプライベート全てを調和」と回答している。ところが、【現実】の

生活では、女性は「仕事を優先」、「家庭を優先」、「仕事と家庭を優先」と回答した人が多く、男性は「仕事を
優先」と回答した人が最も多く、約４割となっている。

【理想】

【現実】

●ワーク・ライフ・バランス実現のために必要なこと（複数回答）
「男女が分担して家事や育児、介護などをすることへの理解や意識改革を促進すること」と回答した人が最も
多く、約７割となっている。

68.1%

35.9%

26.4%

25.5%

24.2%

22.6%

20.0%

19.8%

2.4%

4.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

　　　男女が分担して家事や育児、介護などを

することへの理解や意識改革を促進すること

高齢者や病人の介護サービスを充実すること

延長保育や放課後児童クラブなどの

　　　　　　子育て支援を充実すること

女性が働き続けることへの理解や
　　　　　　意識改革を促進すること

短時間勤務や在宅勤務制度などを導入すること

　　　　　　育児などで退職した人を

再雇用する制度を取り入れること

　　年配者やまわりの人が、夫婦の

役割分担について理解を示すこと

家事や育児を支援するサービスを充実すること

その他

無回答全体(N=736)



４ 家庭生活と男女の役割
●家庭での役割分担
すべての項目で、「夫婦が同じ程度」と回答した人は【理想】で多くなっている。
【理想】では、「夫婦が同じ程度」は「子育て（育児・しつけ）」、「家族の介護や看護」で特に多く、７割を超
えている。【現実】では、『※夫』は「生活費を稼ぐ」で最も多く、約８割となっている。『※妻』は「日常の家事」
（82％）、「日々の家計の管理」（74.1%）で特に多くなっている。

※『夫』…「主に夫」と「どちらかといえば夫」を合わせた割合 ※『妻』…「主に妻」と「どちらかといえば妻」を合わせた割合

【理想】

【現実】

27.0%
1.4%

0.1%

0.5%

0.0%

5.6%

0.3%

44.3%

2.4%

0.5%

0.5%

0.4%

18.9%

1.5%

25.8%

36.5%

49.0%

70.4%

76.5%

63.0%

62.2%

0.0%

36.7%

32.7%

18.1%

16.2%

8.6%

24.5%

0.0%

20.0%

15.1%

6.5%

3.9%

1.4%

8.2%

2.9%

3.0%

2.4%

3.9%

3.0%

2.6%

3.4%

主に夫 どちらかといえば夫 夫婦が同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 無回答

生活費を稼ぐ

日々の家計

の管理

日常の家事

家族の

介護や看護

子育て
 （育児・しつけ）

地域活動

への参加

学校行事

への参加

全体(N=736)

48.5%

3.5%

0.4%

1.0%

0.0%

10.8%
0.6%

30.9%

6.0%

1.2%

1.2%

0.8%

19.1%

2.1%

13.5%

12.2%

12.6%

23.4%

31.5%

28.8%

18.0%

1.4%

22.1%

28.2%

23.4%

29.6%

18.0%

29.0%

0.8%

52.0%

53.8%

27.5%

24.6%

15.1%

34.6%

2.5%

1.7%

1.4%

20.3%

10.1%

5.6%

12.6%

2.3%

2.5%

2.5%

3.3%

3.5%

2.5%

3.1%

主に夫 どちらかといえば夫 夫婦が同じ程度 どちらかといえば妻 主に妻 該当なし 無回答全体(N=517)

生活費を稼ぐ

日々の家計

の管理

日常の家事

家族の

介護や看護

子育て

（育児・しつけ）

地域活動

への参加

学校行事

への参加



５ 人権
●ＤＶ（配偶者等からの暴力）の経験

全ての暴力において、『※あった」と回答したのは、男性より女性で多くなっている。
暴力の中で、『あった』は男女ともに「精神的暴力」が最も多く、女性では３割弱、男性では約２割となって

いる。次いで、「身体的暴力」が多く、女性では２割弱、男性では約１割となっている。

※『あった』…「１、２度あった」と「何度もあった」を合わせた割合

74.5%

74.8%

4.0%

6.5%

1.2%

1.5%

20.2%

17.2%女性
(n=413)

男性
(n=321)

社会的暴力

77.9%

75.3%

1.9%

5.3%

0.3%

2.4%

19.9%

16.9%
女性

(n=413)

男性
(n=321)

性的暴力

77.6%

76.3%

1.6%

4.8%

0.9%

2.4%

19.9%

16.5%
女性

(n=413)

男性
(n=321)

経済的暴力

59.2%

55.4%

17.8%

19.9%

3.4%

8.0%

19.6%

16.7%
女性

(n=413)

男性
(n=321

精神的暴力

70.1%

64.4%

9.0%

16.5%

0.9%

2.7%

19.9%

16.5%

まったくない １、２度あった 何度もあった 無回答

女性

(n=413)

男性

(n=321)

身体的暴力



●ＤＶ、デートＤＶの相談状況（複数回答）
ＤＶまたはデートＤＶを一度でも受けたことがあると回答した人（女性196人、男性99人）に相談状況

を尋ねたところ、女性では「友人や知人に相談した」、「だれ（どこ）にも相談しなかった」と回答した人が多く、
男性では「だれ（どこ）にも相談しなかった」と回答した人が約４割となっている。

●ＤＶ被害者のために必要な支援（複数回答）
「相談窓口を増やす、相談窓口の情報を提供するなどの被害者が相談しやすい環境の整備」と回答した

人が約５割と最も多く、次いで「被害者への弁護士、警察、裁判所などによる法的な支援」、「シェルターな
どの被害者を保護する体制の整備」の順となっている。

18.9%

24.0%

14.8%

1.5%

1.5%

1.0%

1.0%

0.0%

0.5%

2.0%

34.7%

42.4%

11.1%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

1.0%

0.0%

0.0%

38.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

だれ（どこ）にも相談しなかった

友人や知人に相談した

家族や親族に相談した

県の相談窓口（県女性相談所、

ウィズセンターなど）に相談した

医療関係者（医師・看護師など）に相談した

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

市役所に相談した

市男女共同参画相談支援センター

（日の出ふれあい会館内）に相談した

その他

無回答

女性(n=196) 男性(99)

51.6%

38.5%

32.7%

23.1%

17.9%

0.5%

12.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

相談窓口を増やす、相談窓口の情報を提供するなどの

         　　　　　　　　　被害者が相談しやすい環境の整備

　　被害者への弁護士、警察、

裁判所などによる法的な支援

シェルターなどの被害者を保護する体制の整備

被害者への経済的な自立に向けた支援

被害者へのカウンセラーによる心理的な支援

その他

無回答
全体(N=736)



６ 防災への取組
●防災における男女共同参画を推進するために必要なこと（複数回答）
「更衣室やプライバシーの確保など、性別に配慮した避難所運営を行う」と回答した人が最も多く、約６割と

なっている。次いで「女性も男性も防災訓練や防災研修会に参加する」、「防災に関する知識の普及において、
災害時に女性と男性が受ける影響やニーズの違いについての理解を深める」の順となっている。

60.3%

54.1%

42.4%

40.8%

34.9%

26.6%

25.4%

14.4%

0.8%

5.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

 更衣室やプライバシーの確保など、
  性別に配慮した避難所運営を行う

女性も男性も防災訓練や防災研修会に参加する

防災に関する知識の普及において、災害時に女性と男性が

           受ける影響やニーズの違いについての理解を深める

男女別のニーズの違いを踏まえた物資の備蓄を行う

　　　　男女別のニーズに配慮した

避難所運営マニュアルを作成する

 避難所運営の際に女性リーダーを配置したり、
　　　　　　　　　役割を性別で固定せず分担する

日ごろから、地域の男女共同参画を進める

地域の消防団や自主防災組織における

                               女性の参画を促進する

その他

無回答

全体(N=736)



７ ＬＧＢＴなど性的少数者
●ＬＧＢＴなど性的少数者の認知状況
「言葉は知っている」と回答した人は 45.0％、「言葉と意味の両方を知っている」と回答した人は 38.5％と

なっている。

●ＬＧＢＴなど性的少数者にとって生活しづらい社会だと思うか
「そう思う」または「どちらかといえばそう思う」と回答した人は、約７割となっている。「どちらかといえばそう思わな

い」または「そう思わない」と回答した人は１割弱となっている。

●ＬＧＢＴなど性的少数者が生活しやすい社会にするために必要な取組（複数回答）
「学校教育現場での取組（性の多様性に関わる授業、制服の選択制、トイレや更衣室の配慮など）」と回
答した人が最も多く、約７割となっている。次いで、「性的少数者の利用に配慮した環境整備（多目的トイレ
など）」、「性的指向・性自認に関する正しい理解のための啓発活動」の順となっている。

34.2% 36.7% 5.0%

3.1%

15.8% 5.2%

そう思う どちらかといえばそう思う どちらかといえばそう思わない

そう思わない わからない 無回答

全体
(N=736)

38.5% 45.0% 11.5% 5.0%

言葉と意味の両方を知っている 言葉は知っている 知らない 無回答

全体

(N=736)

70.2%

47.1%

42.9%

41.3%

36.2%

31.0%

1.3%

5.8%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

学校教育現場での取組（性の多様性に関わる授業、

　　　　　制服の選択制、トイレや更衣室の配慮など）

性的少数者の利用に配慮した環境整備（多目的トイレなど）

性的指向・性自認に関する正しい理解のための啓発活動

法律の整備

相談体制の整備

企業での取組（企業内での研修など）

その他

わからない

無回答

全体(N=736)



36.3%

36.0%

34.9%

22.7%

19.3%

17.4%

12.8%

12.4%

10.6%

9.0%

7.3%

4.6%

3.1%

1.1%

8.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

介護支援サービスを充実する

保育サービスや放課後児童クラブ
　　　などの子育て支援を充実する

男女共同参画や人権尊重についての意識啓発を

　　　　　　　　促進し、教育・学習の機会を充実する

女性の就業や起業への支援、

人材育成への支援を充実する

働く場での男女格差をなくすよう

事業主などに対して働きかける

ＤＶやハラスメントなどの相談窓口を充実する

男女がともに参画する地域活動、

　　　ボランティア活動を促進する

男女の違いに配慮した心身の健康づくりの推進を図る

市議会議員の男女の候補者の数が
できる限り均等となるよう働きかける

男女共同参画に積極的に取り組む企業等へ支援をする

男女共同参画の視点を取り入れた防災対策を推進する

男女共同参画についての活動場所の整備を図る

　男女共同参画に視点を置いた

国際的な交流・協力を推進する

その他

無回答
全体(N=736)

８ 男女共同参画の推進
●玉野市の男女共同参画の推進に必要だと思う施策（複数回答）
「介護支援サービスを充実する」、「保育サービスや放課後児童クラブなどの子育て支援を充実する」、「男女

共同参画や人権尊重についての意識啓発を促進し、教育・学習の機会を充実する」がほぼ同じ割合で高くな
っている。

●女性に対する人権意識や女性の地位の改善状況
「非常に改善してきたと思う」または「どちらかといえば改善していると思う」と回答した人は約７割となっている。

8.4% 60.5% 25.1%

0.4%

5.6%

非常に改善してきたと思う どちらかといえば改善していると思う

以前と変わらないと思う どちらかといえば悪くなってきていると思う

無回答

全体

(N=736)

8.4%

8.5%

62.6%

58.6%

24.0%

26.2%

0.3%

0.5%

4.7%

6.3%
女性

(N=413)

男性

(N=321)


